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BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.82,H.1.1933.

1エ オ ジ ン 」ヲ以 テ 光 線 感 受 性 ヲ 高 メ タ ル 結 核 海

狽 殊 二 其 経 過 二 謝 ス ル 土 地 ノ 高 度 ノ影 響 。(同 一

計 量 ノ モ ト ニBerlin,Genf,Davos,Gornergrat

二就 ケ ル 試 験)

LudwigLange(Berlin),Bamatter(Genf),Grifninger

(Davos),undL6wenstadt(Gornergrat.Davos,Genf):

UntersuchungentiberdenEinf】uBderH6henlage

aufmitEosinlichtsensibilisiertetuberkul6seMeersc・

hweinchenunddenVerlaufderMeerschweinchen・

tuberkuloseUberhaupt,nacheinemeinheitlichen

PlandurchgefUhrtillBerlin,Genf,Davosundauf

demGornergrat.

Berlinノ 帝 國 衛 生 局 トGenfノ 病 理 學 研 究 所bDav・

os及 ビGornergratノ 研 究 所 ト ニ 於 テ 表 題 ノ如 キ 問

題 二 就 テ 連 絡 セ ル 計 叢 ノ モ トニ 同 時 二 精 細 ナ,レ 研 究
コ

ヲ行 ツ タ。 試 験 動 物 ・・「モ ル モット」ヲ用 ヒ同 一 ノ菌株

ヲ同 量 同 日二 注 射 ・Y6群 二 分 カ ツテ 實 験 シタ、 而 シ

テ 同E二 實 験 ヲ終 了 シ タ、 観 察 期 間 中 ノ動 物 ノ 死亡

藪 ノ線 計 及 ビ動 物 ノ 卒 均 生 存 日数 蛇 ビニ 禮 重 曲線 二

於 テ ・・Davos二 於 ケ ル實 験 が最 モ成 績 ガ良 カツ タ。

個 々 ノ群 二於 ケ ル 動 物 ノ 死 亡 数 ノ・殆 ン ド 同様 デ ア ツ

タ、 日光 二曝 シタ,レ群 ノ 動 物 ニ ハ 多少 ノ例 外 ガア ツ

タ が死 亡 数 ノ最 モ 多 カ ツ タモ ノ・・暗 所 二 飼 育 シタ,レ

群 ノモ ノデ ア ッ タ。

Gornergrat二 於 ケ ル箕 験 ノ・=甚ダ困難 ナ仕 事 デ ア ツ テ

海 抜3100米 ノ高 峯 ノ白雪 ノ 中 二於 テ害 ノ中 デ實 験 シ

タ ノデ アル カ ラ共 困 難 ハ最 モ甚 シ カツ タ。

「エ2ジ ソ」感 作 ・・Gornergratデ ノ・明 二有 害 二作 用

シタ。 「エ オ ジ ン」ヲ 用 ヒテ 日光 二當 テ タ 動 物 群 が暗

所 二 置 キ タ ァレモ ノ ヨ リ良 カ ツ タモ ノ 帥 光 線 ノ作用 ・・

Berlin,Genf及 ビDavos二 於 テ認 メ,レコ トガ出 來

タ ケ レ ドモ 然 シ動 物 ノ薮 モ 少 ナ ク 其 差 モ僅 カデ ア ツ

タ カ ラ剣 然 ト匠 別 ス ル コ トハ 出來 ナ イ カ モ知 レナ イ。

暗所 二於 テ 飼 育 シタ 動 物 群 デ モ 日光 ニ アテ ・置 キ タ

ル モ ノヨ リ盟 重 ノ増 加 シタ モ ノ が時 々ア ッタ。

動 物 膿 内 二於 ケ ル結 核 性 病 墾 ノ 進 行 ヤ 披 大 ・・高 地 ノ

モ ノ ト他 ノ地 方 ノ・モ ノ トノ間 ニ ハ 明 カナ ル 匠 別 ガ ア

ッテ高 地 二於 ケ ノレモ ノ ・方 ガ成 績 が良 カツ タ。

動 物 ・・殆 ン ド規 則 的 二 長 ク 生活 ス レバ ス,レ程病 氣 ガ

進 行 シテ居 タ。

膿 重 曲 線 トー 般 ノ 臨 林 的 所 見 ト 解 剖 學 的 ノ攣 化 トノ

間 二 ・・可 成 リ大 キ ナ 差 異 ガ アツ タ.特 二平 地 デ 暗 所

二置 イタ動 物 ハ早 ク 死 ン ダ 而 シテ 日光 ニ アテ タ モ ノ

ヨ リ病 墜 ガ僅 カデ ア ツタ。 高 地 二 於 ケ ァレ實 験 デ ノ・此

間 ノ差 異 ガ少 ナ カ ッタ。

結 核性 病 攣 ノ 内部 及 ビ 周 園 ノ膠 襟 繊 維 ノ形 成 ハ高 地

二於 テ飼育 シタ モ ノノ・ 日光 ニ ア テ タ ル モ ノ モ 暗所 二

置 キ タ,レモ ノモ 各 レモ 弱 力 ツ タ、 然 シ此 事 二 ・・個 人

的 ノ原 因 ト時 間 ト云 フニ ツ ノFaktorが 数 験 シテ居Jレ

ト思 フ。

結 核 性 病 墜 ノ構 成 ハ何 塵 デ モ 皆 同 ジ様 デ ア ツ タ。

高 地 二馴 レタ動 物 ト新 シク 高 地 二 持 チ 來 タ サ レタ動

物 ノ間 二 ・・剃 然 タ ル 匠 別 ヲ 確 定 ス,レコ ト・・出來 ナ カ

ツ タ^

禮 重 ノ増 加 曲線 ト膠 様 繊 維 形 成 ノ弧 サ ト が 不 行 ス ァレ

ト云 フ コ トハ観 察 出來 ナ カッ タ。(小 林 抄)

結 核 菌 ノ春 力 試 験

EgonButschowitz:VirulenzversuchemitdemTu-

berkuloseerreger.

著 者 ハ肺 結 核 患 者 ノ喀 疾 ヨ リ7株/結 核 菌 ヲ 分 離 シ

テ之 レ ヲ培 養 シ通 常 行 ハ 瓢テ 居,レ 方 法 二 依 ッ テ食 盤

水 菌 液 ヲ造 リテ 「モ ル モット」二 注 射 シ剖 楡 シテ共 所 見

カ ラ兎 モ角 モ1株 ノ甚 ダ 弧 毒 菌 ト1株 ・ 弱毒 菌 ト5

株 ノ強 毒 菌 トヲ得 タ。

然 シ著 者 ハ此 方 法 二 依 ツ テ ノ・如 何 二 菌 液 ヲ 均 等 ニ ナ

シ菌 塊 ヲ少 ナ ク シテ モ 菌 ノ毒 力 ヲ 決 定 的 二 規 則 正 シ

ク知 レコ トハ 出來 ナ イ、 結 核 菌 ノ毒 力 二 關 シテ ハ他

二大 キナ 役 目 ヲナ スFaktorガ ア ル ダ ラ ウ ト説 ベ テ

居 ル。(小 林 抄)

肺 結 核 症 ノ豫 後 ト核 核 菌 ノ 青 力 しノ關 係 二蜀 ス
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ル疑 義

0.Amrein:ZurFaagederBeziehungzwischen

VirulenzderTuberkelbacillenundPrognosebei

LungentuberkUlose.

著 者 ノ・7例 ノ肺 結 核 患 者 ノ病 歴 ヲ 掲 ゲ テ 其 経 過 ヲ示

シ各 ノ喀 褒 カ ラ分 離 シタ菌 株 ノ毒 カ ヲ 「モ,レモット」ヲ

以 テ試 験 シタこ7株 ノ 結 核 菌 ノ 中1株 ハ 甚 ダ毒 力弧

ク、1株 ・・弱毒 菌 デ ア ツテ 他 ノ5株 ・・強毒 菌 デ ア ツ

タ。 其 中甚 ダ強 毒 菌 ヲ 有 シテ 居 タ 患 者 ハ 急 性 ナ悪 性

ノ経 過 ヲ 取 ツテ 死 亡 シ タ ガ5株 ノ強 毒 菌 ヲ有 シテ 居

タ患 者 ノ・種 々 ノ経 過 ヲ 取 ツ タ が 良 好 ナ ル経 過 ヲ取 ツ

タ者 ノ方 ガ 多 カ ツタ、 之 レニ 反 シ テ 弱毒 菌 ヲ有 シ テ

居 タ1例 ハ途 二死 亡 シ タ、 之 レニ依 ツ テ 著 者 ・・肺 結

核 患 者 ノ豫 後 ト共 結 核 菌 ノ 毒 力 トノ 關 係 二就 テ考 察

ヲ説 べ次 デ結 核 菌 ノ 毒 力 ト免 疫 トノ 間 ノ相 互 作 用 二

意 義 がア ル コ トヲ説 ベ テ 居 ノレ。(小 林 抄)

急 性 全 身 粟粒 結 核 ノ起 因 ノ問 題 二就 テ

1.Mingrez:ZurFragederEntstehしmgderakuten

allgemeinenMiliartuberkulose.

著=者 ノ・39例 ノ急 性 全 身性 粟 粒 結 核症 二 依 リテ死亡 セ

シモ ノ ヲ 甜 瞼 シ共 病 理 解 剖 學 的検 査 ヲ 行 ヒ テ此急 性

全 均 性 粟粒 結 核 症 ノ登 生 鮎 が 淋 巴 腺 デ ア ッ タ モ ノ が

56.4%、 初期 病 攣 デ ア.ツタ モ ノカ●33.3%、 肺 以 外 ノ臓

器 ノ睾 丸 デ ア ツ タ モ ノガ25%、 所 見 ノ ナ カ ッ タ モ ノ

ガ7.7%デ ア ツ タ、 著 者 ノ・之 レニ 依 ツ テ 著 者等 力'ト

ナ ヘ テ來 タLoeschkeノ 説 ヲ強 ク主 張 シテ居 ル、帥 チ

著 者 等 ノ考 ヘ ヨ 依 レバ 全 均性 粟 粒 結 核症 ノ 登 生 鮎 ト

シテ ノ條 件 ニ ハ 次 ノ様 ナ コ トが 必 要 デ ア ♪レ。 第1二
の

粟 粒 結 核 症 ノ 曇 生 鮎 トナ ル 病 竈 ニ ハ 毒 性 ノ ア ル結 核

菌 が多 倣 二含 マ レテ 居 ナ ケ レバ ナ ラ ナ1。 第2二 結

核 病 竈 ノ内 容 ハ 軟 化 シテ 流 動性 ノ 朕 態 トナ ツ テ居 ナ

ケ レバ ナ ラ ナ イ。 第3二 軟 化 シタ 病 竈 ト血 管 壁 ノ破

レ タル 所 トガ 開 放 サ レテ居 テ 病 竈 内 ノ 毒 力 性 結 核 菌

ノ澤 山 含 マ レ テ居 ル 内容 が 血液 ト共 二血 行 内 二逆 流

ス,レ コ トガ 出來 ナ ケ レバ ナ ラ ナ イ。

Loeschkeノ 説 ハ此 三 ツ ノ條 件 二依 ツ テ全 身1生粟 粒 結

核 性 力騒 生 ス ノレモ ノデ ア,レ ト云 ツ テ 居 ル ノデ ア,レ ヵ

ラ其 門 下 生 デ ア,レ所 ノ 著 者 モ亦 此 説 ヲ 強 ク主 張 シテ

Liebermeister・Huebschmannノ 説 二反 劃'シ テ居 ル、

Liebermeister・Huebschmann/allergischeHypoth・

ese二 封 シテ反 封 ス ル ト同時 叉 二Weigertノ 説 二封

シテ モ反 封 シ テ居1レ。(小 林 抄)

録 【第11巻

骨 結 核 ノ研 究 二劃 ス ル賓 験 的 報 告

MaximilianMandelstamm:ExperimentelleBeitr乞ge-

zumStudiumderKnochentuberkulose。

著 者 ノ・家 兎 ノ 心臓 内 二結 核菌 ヲ 注 射 シテ 骨 結 核 ヲ起

サ セ テ實 験 シタ。 一 部 分 ノ 實 験 デ ノ・皮 下 及 ビ 關 節 内

二注 射 シテ實 験 シタ。 然 シテ骨 ノ 血 管 内 ノ特 殊 ノ 攣

化 ヲ観 察 シタ。

心臓 内感 染 デ ・・骨 ノ総 テ ノ 部 分 二 結 核 ガ出 來 タ、 結

節 ノ・至 ル所 ニ デ ハナ イ ガ 同 種 類 ノ 同様 ナ ル 退 行 性 攣i

化 ヲ示 シタ 。

大 キナ幹 骨 デ ノ・骨 幹 骨 髄 二 徐 々二 登 育 シタ 乾酪 性 デ

ナ イ結 節 ガ ア ツタ.Fettmarkニ ノ・結 節 ノ・ナ カ ツ タ。

家 兎 ノ實 験 的骨 結 核 ・・人 ノ 骨 結 核 二似 テ 居 テ 幹 骨 ノ

骨髄 ヨ リ骨 端 ノ方 ガ病 氣 二i封 シテ感 受 性 ガ 弧 カツ タ。

(小 林 抄)

「カル シ ウム 」問 題 ト結 核 治 療 法

T.Sternberg:CalciumproblenundTuberkulosethe・

rapie.

著 者 ハ結 核症 二封 シテ 「加 レシ ウム」療 法 ヲ行 フ ニ ア

タ ツ テ血 液 「カ'レシ ウ ム」 ガ再 ビ卒 常 ノ便 トナ ル状 態

及 ビGewebscalcificationト ニ就 テ研 究 シ タ、negati-

veKalkbilanzノ ・注 射 ニ ヨ リテ 「カ ル シ ウム」 ヲ與 ヘ

タ ル モ ノヨ リ経 口的 二 與 ヘ タ モ ノ ・ 方 ガ 亭 常 債 二移

ル、 組織 反 磨 二 於 テ モ 此 試 験 ヨ リ想 像 ス ル コ トガ 出

來 ル。

最 モ良 キ方 法 ノ・静 脈 内注 射 ト ロ腔 ヨ リ撮 取 ス ル方 法

ト ヲ併 用 シタ方 法 デ ア ル。

「カ,レ シ ウム」製 刺 トシデ ハ 有 機 性 二 結 合 シタ モ ノガ

良 クCalcium・Sandozノ 様 ナ モ ノ が良 イ。

(小 林 抄)

高 周 波 電 流 二 依 ル 気 胸 内 二於 ケ ル 肺 癒 著 ワ凝 固

切 断 用 一 器 具 二就 テ

G.Leendertz:EinInstrumentzurkombinierten

KoagulationundDurchtrennungvonLungenadh5si・

onenimPneumothoraxmittelsdesHochfrequenzs・

tromes.

肺 結 核 症 ノ 人 工 氣 胸 療 法 ノ際 二 氣 胸 腔 内 ノ索状 癒 著

ノ切 離 法 が從 來/方 法 デ ハ 甚 ダ 不 利 盆 デ ア ル コ トハ

諸 家 ノ認 メテ 居 ル所 デ ア ル ガ 著 者 ・・此 鮎 二 就 テ工 夫

・Yタ]v結 果 自己 ノ創 造e,レSpeziale'ektrode・ ヲ用 ヒ

レバ非 観 血 的 二 索 状 切 離 ノ 手術 ヲ 行 フ コ トが出 來 ル

ト報 告 シタ。(小 林 抄)
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BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.80,H.5/6,1932・

結 核 性 肺 空 洞 二於 ケ ル 血 管 ノ攣 化 二 就 テ

MaxKasper:VberdieVeranderungenanden

BlutgeftissenimBereichtuberkul6serLungenkave-

rnen.

空 洞 壁 二突 出 シ テ ル 縁 ノ・往 々血 管 ヲ有 シテ居 ナ イ。

著 者 ノ剖 検 例 デ ハ 空 洞 壁 ノ・三 層 カラ 成 ツ テ居 ル。 帥

チ埋 死 二 昭 レル 内 層 、 浸 潤 細 胞 ト血 管 ノ混 合 セ ル肉

芽 組 織 暦 及 ビ結 締 組織 層 トデ ア ル。 此 空 洞 壁 ノ周 園

二肺 炎 像 ヲ見 ル。 空洞 壁 ノ 外 層 帥 硬 攣 暦 以 内 デノ・血

管 ノ・外 膜 ノ肥 厚 、 中膜 ノ 弾 力 繊 維 ノ」曾加 、 内膜 ノ空

洞 側 二於 ケ ル肥 厚 ヲ 示 シ テ ル。 恐,レ ベ キ 破 壊 ハ淋 巴

細 胞 及 ビ形 質 細 胞 浸 潤 デ ア ツ テ 上 皮 様 細 胞 及 ビ 白血

球 浸 潤 ノ・僅 少 デ ア ル。 空洞/中 暦 卸 チ 肉 芽 組 織 層 デ

ノ・空 洞 二面 セ ル血 管 外 膜 ノ・破 壊 サ レ、 中膜 ・・或 ノ・肥

大 セ ル或 ノ・萎 縮 セ ル 血 管 デ 充 タ サ レ テ 居 ル。 内 膜壇

殖 ノ・特 二破 壊 二 面 シ テ ル 側 二 見 ラ レル、 叉 内膜 ノ・毛

細 血 管 ヲ有 シテ ル。 空 洞 ノ 内 層 帥 チ壊 死 竈 二於 テ ノ・

血 管 中膜 ・・破壊 サ レ、 内 膜 増 殖 モ 亦 破 壌 サ レ血 管 腔

ノ・殆 ン ド毎 常 閉 鎮 サ レテ居 ル。 血 栓 ・・稀 デ アツ テ、

血 管 壁 ノ結 核 結 節形 成 ノ・詮 明 サ レナ カツ タ。 管 腔 ヲ

有 ス ル血 管 内 ニノ・有 核 血 細 胞 ヲ 多 敷 二 有 ス ル血 成 分

ガ固 マ ツ テ 島 ヲ成 シテ ル。 此 島 ニ ノ・結 核 菌 ガ 存 在 シ

テ、 屡 く此 所 デ 結 核 菌 ノ 繁 殖 ガ 行 ・・レタ ル カニ見 ヘ

ル 程 多 籔 二 存 在 シテ,レ 事 ガ ア ル。 血 管 壁 ノ乾 酪 攣 性

ノ・稀 デ 、 唯 新 シク 破 壊 サ レタ ル 部 分及 ビ 小 静 脈 ノ場

合 二僅 カ ニ見 ラ レ ル ノ ミデ アル。 大 ナ ル 動 脈 ノ・比較

的 防禦 反 慮 ノ・輕 度 デ ア ル。 静 脈 二 於 ケ ル 攣 化 モ 動 脈

二於 ケ ル攣 化 二相 當 シテ 居1レ が 共 中膜 ノ・速 カニ破 埋

サ レテ ル。 空洞 壁 内 二 突 出 セ ノレ縁 ハ 血 管 ヲ持 ツ テ居

ナ イ。(中 田抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル水 分 代 謝 障碍 ノ問題 二就 テ

MariaKeresztes:ZurFragederSt6rungendes

WasserhaushaltsbeiderLungentuberkulose.

病 的 水 分 壇 加 ハ 肺 結 核 患 者 二 於 テ ノ・肉 眼 的 ノ浮 腫 ヲ

ア ラ ノ・サ ヌ。 此 原 因 ・・血 液 循 環 ノ 障 碍 デノ・ナ ク、 寧

口結 核 症 型 二 從 ッ テ 異 ナ ル トコ ロ ノ 新 陳 代 謝 状 態 二

存 ス ル。35人 ノ實 験 患 者 デ水 分 代 謝 ノ 障 碍 ナ キ モ ノ

ノ・、 多 ク ・・治 癒 ノ傾 向叉 ハ病 勢 停 止 ヲ示 シ、 病 的 二

水 分 培 加 ノ傾 向 ア ル者 ノ・多 ク ・・滲 出 性 、 不 良 性 結 核

症 デ ア ル。 故 二本 文 記 載 ノ簡 軍 ナ ル 臨 脈 的 方 法 ノ・肺

結 核 症 ノ場 合 二 豫 後 少碇 ノ補 助 方 法 ト シテ 推 薦 二債

ス ル ト信 ズ。(中 田抄)

鋸胸 療 法 ワ影 響 下 ノ人 瞳 比 重

A.V.v.FrischundA.Schneiderbaur:Dasspezifi-

scheGewichtdesMenschenunterdemEinflusse

derPneumothoraxtherapie.

Jamin及 ピMtillerノ 方 法 二從 ツ テ均 禮 ノ容 積 及 ビ

其 禮重 トノ比 例 カ ラ 比 重 ヲ定 メ タ。 禮 重 藪 ハ吸 氣 及

ピ呼 氣 デ量 リ共 ノZF均 数 ヲ 探 リ、 更 二肺 活 量 ヲモ定

メ タ。19人 ノ若 イ被 氣 胸 患 者 ノ・氣 胸 施 術 後 例 外 ナ シ

ニ比 重 ノ下 降 ヲ示 シタ。此 現 象 ・・胸 廓 ノ吸 氣位(Insp-

irationsstellung)二 依 ツテ説 明 サ レル1・云 フ。

(中 田 抄)

結 核 患者 ノ新 陳 代 謝 蛇 二 榮 養 ノ 影 響 二 關 ス ル研

究

Strieck,F.,undA.Urra:Untersuchungentiberden

StoffwechselTuberku16serunddenEinflussder

Emahrung.

患=者ノ・開性 、 活 動 性 、 進 行 性 結 核 症 デ 禮 温 ノ・高 ク ナ

ク、或 ハ唯 夕 刻 二 僅 二 高 カツ タ モ ノデ ア ル。 患 者 ノ

ー 部 ・・普 通 食 餌 ヲ
、 他 ノ者 ノ・Herrmannsdorferノ 食

餌 ヲ與 ヘ ラ レタ。 此 實 験 ハ 可 及 的 長 期 二 亙 ツ テ行 ハ

レタ。基 礎代 謝 ノ・肺 結 核 患 者 デ ノ・多 ク ノ場 合 高 マ ル
。

基 礎代 謝 債 ノ 沈 下及 上 昇 が 屡 く病 態 ノ 臨 林 的 快癒 及

悪 化 二zF行 デ ア)ltt。Herrmannsdorferノ 食 餌 デ ノ・一

般 二 中等 度 ノ、 豫 後 ノ不 良 デ ナ イ 例 デ ハ 確 實 ナ 客 観

的並 二 圭 観 的恢 復 ハ 見 ラ レナ イ ガ、 基 礎 代 謝 ノ降 下

ガ認 メ ラ レタ。 肺 結 核症 二 於 ケ ル 新 陳 代 謝 ノ攣 化 ノ・

呼 吸 得 藪 ノi封照 ニ ノ・見 ラ レナ イ。 「ア ル カ リ」貯藏 及

ビ肺 胞 炭酸 瓦 斯 張 カ ノ・Herrmannsdorfer食 餌 ノ最 中

及 ビ後 ニノ・攣 リハ ナ イ。 果 糖 賦 與後 ノ 肝 臓 機 能 ハ普

通 ト攣 ラナ イ。 「ア セ トン」禮 ノ・肺 結 核 患 者 ノ尿 ニ ハ

詮 明 サ レナ イ。 結 核 患 者 ノ榮 養 二 蛋 白 質 及 炭 水 化 合

物 ヲ制 限 ス,レコ トニ 封 ス ル 理 論 的 豫 想 ノ・著 者 等 ノ實

験 デ ・・出來 ナ イ。(中 田 抄)
へ

小 空 間 二 分 割 サ レ タ ル 漿 液 氣 胸 二 於 ケ ル 雑 昔 二

就 テ

vonPurjesz,B61a:VbereinGerduschbeidemi
n

kleine・eRaumeuntert・iltenSe,。pneum。th
。,ax.

膜 ニ コ リテ 小 ナ ル ー 互 二 聯 絡 セ ル 空 間 二 分 タ レ タ ル
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漿 液 氣 胸 ノ場 合 二聰 コ ヘ ル吸 綴 性 雑 音 ヲ記載 シテ,レ。

此 雑 音 ノ・聯 絡 ロ ヲ通 ジテ 空 氣 ト液 禮 トガ 同 時 二流 レ

ル トキ ニ而 モ特 二深「キ 吸 氣 ノ 終 リニ 生 ズ ル。 此 雑 音

ノ・側 位 及 ビ液 膿 が 上 ツタ 場 合 二 清 失 ス ル。 此 雑 音 ノ・

v・StrUmpellカ"肺 痩 孔 ノ場 合 二 記載 シタ痩 孔雑 音 二

似 テ居 ル。(中 田 抄)

肺 撰 二於 ケ ル 粟粒 撒布 ノ獲 生 二就 テ

Edel,Hans:ZurGenesedermiliarenLungenstre・

nung・

Braenning・Redekerニ ヨJレ ト 血道 性 粟 粒 撒 布 ノ・普 通

ニ ノ・潜 在 性 淋 巴腺 結 核 ノ 増 悪 カ ラ 起,レ トシテ居 ル。

Edel氏 ノ・粟 粒 結 核 症 ト云 フ術 語 ノ・密 在 セ ル、 急 性 二

経 過 ス ル血 道性 播 種 ノ場合 二用 ヒ、Redekerノ 云 フ

テ ル臨 林 的 三 軍 一 ナ ラ ザ ル モ ノ ヲ 急 性 血 道 性 侵 襲

(akuterhaematogenerSchub)及 血 道 性 中 間期(haema・

togenesIntervallstadium)ト 名 付 ケ タ ラ良 カラ ソ ト。

(中 田抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル肋 膜 癒 著 二就 テ

Fuld,Johannes:UberPleuraadhasionenbeiLung-

entuberkulose.

結 核 症 ノ病 勢 進 行 セ ル 時 期 二 於 テ ・・肋膜 癒 著 ・・殆 ソ

ド毎 常 存 在 ス ル 。 夫故 二 人 工 氣 胸 ヲ適 用 ス ル場合 早

〃行 フ コ トが必 要 デ ア)レ。 肋 膜 癒 著 ノ最 モ 頻 繁 二起

ル トコ ロノ・肺 上 野 デ ア ル。 此 事 實 ノ・肺 瘍 ノ・肺 上 野 二

於 テ 初 マル コ トが 最 モ 多 イ ト云 フ 設 ヲ裏 書 キ ス ル コ

トニ ナ ル。・共 際 第 一 肋 骨 ノ高 サ ニ 於 ケ ル 孤 立 性 癒 著

ガ最 モ多 イ。(中 田抄

不 完 全 氣 胸 ノ補 助 トシテ ノLanwer氏 肺 尖 剥 離

法

Kremer,Wilhelm:DieLauwersscheApikolyseals

Erg乞nzungzumunvolls伽digenPneumothorax.

肺 尖 部 二 固定 シ タ 空 洞 ヲ有 ス ノレ 不 完 全 氣 胸 デ胸 腔 内

焼 灼 法 デ離 ス コ ト ノ出 來 ヌ場 合 二Lauwer氏 肺 尖 剥

離 法 ノ・人 工 氣 胸 ノ補 助 手術 トシテ 好 適 ナ モ ノ デ ァ ル

b。3例 二就 テ報 告 ス。(中 田 抄)

重 篤 ナ ル 結 核 性 肺 出 血 ノ療 法 二就 テ

Sattler,Anton:ZurBehandlungschwerertuberku・

16SerLUngenblUtUngen.

重 篤 ナ ル肺 出血 ノ危 瞼 ノ・出血 死 二 非 ズ シテ 窒 息及 ビ

吸 引 性 肺 炎 デ ア ノレ。 重 症 結 核 性 肺 出血 ノ 合 理 的療 法

ノ・外 科 的 方法 二 待 ツ ノ ミデ 人 工 氣 胸 療 法 ヲ以 テ 第1

トナ ス。 稀 ニ ノ、同 時 二 反 封 側 ノ氣 胸 ヲモ行 フ。 特 別
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ノ場 合 横 隔 膜 稗経 捻 除 術 、 索 切 除及 ピ 胸 廓 成 形 術 等

モ用 ヒ ラ レル。(中 田抄)

"AO"使 用 二劃 ス ル注 意

WarneckeundRitschel:BemerkungenzurAnwen-

dungdes,,AO',。

,,AO"ヲ 有 馬氏 ノ規 定 通 リニ使 用 シタ ガ、 著 者 ノ・新

奮 雨 病 竈/周 園 二 活 動 蛇 二 特 異 性 局 所 性 反 磨 現 象 ヲ

見 タ ト云 フ。,,AO"使 用 ノ場 合 、 特 二有 馬氏 が良 成

績 ヲ得 タ ト云 フ早期 ノ例 ニ ノ・非 常 ナ ル 注 意 ヲ要 ス ル

ト、(中 田抄)

肺 嚢 歩伏壁 化 ノ臨1休補 逡

Siems,Harald:Beitr註gezurKlinikcystischerLun-

genver5nderungen・

嚢 状 攣 化 ヲ有 ス,レ3例 ノ病 歴 ヲ 書 イ テ居)レ。 此 空 溝

形 成 ノ・二i欠 的炎 症 ヲ件 へJV先 天 性 翼形 成 ト解 繹 サ ル。

此 像 ・・全 禮 トシデ普 通 ノ 氣 管 枝 振 張 ノ 像 トタ撚 匠 別

ス ル コ トガ 出來 ル。(中 田抄)

一 般 性 嚢 献 氣 管枝 援 張症

Daniel,G.,undK.Jezsovies:Bronchiektasiauniv-

erSaliSCyStiCa。

大 入 二於 ケ,レ2例 ヲ 「X」線 像 ヲ以 テ 説 明 シテ ル 。 著

者 ノ・斯 ル臨 抹 的 観 察 例 ハ 文 獄 二 少 ナ イ ト云 フ テ,レ。

從 來 先 天 性氣 管 枝 櫨 張 症 ノ・病 理 登 生學 上徽 毒 二 節 因

ス ル モ ノ デ ア ル トサ レテ 居 ル ガ、 著 者 ノ槻 タ是 等 ノ

患者 二徽 毒 或 ハ 其 徴 候 が 無 カツ タ ト云 フ 事 ハ注 目 二

値 ス ト述 ベ テ居 ル。 目 立 ツ タ 徴 候 ノ・頑 固 ナ,レ背 及 胸

痛 ト分 泌物 瀦 溜 二 因 ル 禮 温 上 昇 デ ア ル。 此 病 像 ノ主

ナ ル 意 義 ハ 肺 結 核 症 ノ像 ト酷 似 シテ ル コ トデ ア ル。

然 シ診 噺 上 ノ鑑 別 ノ・大 ジテ困 難 デ ・・ナ イ。

(中 田 抄)

癖謹垂謹トParallergie

Fernbtich,H.,undM.Weichsel:Skrofuloseund

Parallergie.

Parallergie1・2・ 或 ル 「アv)レ ギ ー」ノ結 果 トシテ生 ズ

ル非 特 異 性 刺 戟 二樹 ス ル 鏡 感性b定 義 サ)レ。 此Par・

allergie・ ・らソベ ル 〃 リ ソァv・)Llギ ー ヲ有 ス ル人 ノ

大 部 分 二 見 ラv,レ 。 著 者 等 ・・Keller及 ビMaroノ 假

説 帥 チ痩 療 チル 病 現 象 ハ 結 核性 ・「ア レル ギ ー」 ノ登 現.

二非 ズ シ「テ、Parallergieノ 夫 レデ ア)レ1・云 フ コ トヲ

實 験 的 二謹 明 セ ソ ト試 ミタ。 著 者 等 ノ・此 目的 二 凛 痙

ノ顯 著 ナ 像 ヲ有 ス モ ノ、 或 ノ・一 時 的 ノ 水 泡 疹 ヲ有 ス

ル 結核 小 見 ヲ選 ビ、 肉 養 汁 物 質 二 封 ス ル 皮 膚 鏡 感 性
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ヲ検 査 ンタ.此 實験 ノ結 果 ヲ鋤 レ ト、 療 擁 ヲ有 ス,レ

12人 ノ小 供 ノ 内4人 、 水 泡 疹 ヲ有 ス,レ16人 ノ内11

人 ガallergisch・ ・parallergisch二 反 鷹 ンタ事 ヲ知 ツタ。

此 結 果 二基 イ テ著 者 等 ・・Parallergie・ ・皮 内試 験 法 デ

認 メ ラ レJレ特 異 性 「ツ ベ,レク リ ソア レル ギー 」F同 ジ

デ ア)レ ト推 論 ンテ1レ。 ソ}/デ 著 者 等 ノ、痩 痙 ノ、Pa「all-

ergischノ 疾 病1・考 ヘ ズ ニ、 特 異 性 「ツベ ル ク リ ソア

しつレギ ー」二基 ク疾 病 デ ア ノレト考 ヘ ナケ レバ ナ ラ ナ イ

ト結 論 シテ ル。(中 田抄)

肺 職 血 管 描記 法

deCarvalho,Lopo:DieAngiopneumographie.

肺 臓 血 管 描 記 ノ方 法 ヲ述 ベ テ ヰ ル。 此 方 法 ノ・細 イ 「ゾ

yデ 」ヲ肘 正 中静 脈 カ ラ描 入 シ、 「ゾ ソデ」ノ頭 部 ヲ右

心 房 マ デ 達 セ シム ル。 封 比 物 質 二 ・・120%ノ 沃 曹 ヲ

用 ヒ テ ル。 患 者 ハ此 注 入 ニ ヨ ツテ 唯 咳 漱 刺 戟 及 ビ頭

痛 ヲ 感 ズ ル ノ ミデ アル。 輕 度 ノ 沃 度 中毒 ヲ示 シタ モ

ノノ・僅 二3%デ ア ノレ。 沃 度化 合 物 ・・結 核 病 竈 二・・危

瞼 ガナ イ。 此 方 法 ニ ヨツ テ普 蓮 ノ 肺 影 像 ハ 血 管 ノ分

枝 ニ ョ リテ生 ズ ル コ ト ヲ知 ツ タ。(中 田抄)

Moniz,deCarvalho及 ビLinaノ 肺 血 管 描記 法

遊 二Partearroyo,Minanaノ 動 賑 描記 法 二關 ス

ル業 績 二封 ス ル注 意

Dlinner,L.;AnmerkungenzudenArbeitenvon

Moniz,deCarvalhoundLimaUberAugiopneumog-

rapMeundvonPartearroyoundMinanatiberArt・

eriographieindieserZ.Bd.79,H.1.

表 題 ノニ ツ ノ實験 ・・既 二9年 前 二Fortschrittenauf

demGebietederR6ntgenstrahlen,Bd.31二Calm

及 ピ著 者Din・nner二 当ツ テ 獲 表 サ レタ。 當 時 著 者 等

ノ・人 間 二 静 脈 内 沃曹 溶 液注 射 ヲ行 ヒ、X線 像 二於 ケ

ル善 蓮 ノ肺 影 ・・血 管 二 由 ノレモ ノデ ア ル ト 述 ベ タ事 が

ア ル。 ソvデ 表 題 二列 記 シタ。1・opodeCarvalho

雲 二vaス ノレ 優 先懐 ノ 抗 義 デ ア'レ.此 注意 害 二 封 ジ

LopodeCarva)hsモ 答 辮 ヲナ シテ 居)レ。

(中 田抄)

肺 結 核患 者 ノ精 神 病撃 二關 スル 補 邊

LCreischer:EinneuerBeitragzurPsychologie

derLungentuberku16sen・

肺 結 核 症 疾 患 ノ精 紳 作 用 ハ 大 部 分 環 境 二館 ス ル。 此

環 境 カ ラ生 ズル結 核 症 ノ 精 紳 的 染 色 ノ 可 能 性 ノ・罹 患

前 ノ個 性 ノ状 態 カ ラ 生 ズ ル。 此 著 眼 鮎 カ ラ シテ前 二

罹 患 シタ朕 態 ノ 具 合 ニ ヨツ テ 治 療 方 針 ヲ特 二攣 ヘ ル

必 要 ガ ァル。 本 來 ノ静 臥療 法 ノ 期 間 及 ビ 時 間 ノ標 準

二關 シテ療 法 ノ 批 判 的 庭 理 ヲ要 ス ァレ。 今 日 ノ猫 逸 ノ

経 濟 状 態 デノ・聚 落 生活 ノ・實 行 サ レナ イ。 結 核 患 者 ハ

彼 等 ノ健 康 二有 利 ナ,レ 土 地 二 簡易 二 移 動 ス ノレコ トデ

満 足 ス ル事 ガ出來 ル。 病 氣 ノ 場 合 ノ移 輻 ハ 役所 或 ハ

組 合 カ ラ氣 候 的 要 求及 賃 銀 ノ 輕 減 ヲ顧 慮 シ テ 提 供 サ

レ,レ。 而 シテ 今 迄 ノ 高 債 ナ 治 療 費 ヲ携 フ代 リニ取 入

或 ノ・賃銀 ヲ制 限 ス ル。 賃銀 ノ少 ナ イ場 合 ニノ・患 者 二

外 來 的 二静 臥 ノ出來 ノレ館 或 ハ 家 ニ テ 静 臥 療法 ヲサ セ

ル。 而 シテ其 庭 デ 外 科 的 手 術 ヲ 受 ク ル ナ リ、 叉 ハ今

迄 ノ境 遇 デ・・出 來 ナ カ ツタ 療 法 ノ 手 當 ヲ受 ケ ル。 斯

クス ル ト今迄 習 慣 トナ ッ テ 居 タ 高 イ 治療 費 ヲ節 シテ

大 ナ ル数 果 ヲ得リレコ トガ 出來,レ。(中 田 抄)

Zeitschriftf廿rTuberkulose,Bd.62,H.4.1931.

Eユ ンヘ ン學 生(男 女)二 劃 ス ルー-ll齊X線 透硯 ノ

報 告

H.Rubinstein:NeueErgebnissederMtinchener

Studentenre三hendurchle)chtung.

10315例 ノ ミユ ソヘ ソ學 生 ヲ ー 齊 二X線 透 覗 ヲ行 ヒ

1929年4月 ト1930年L5月 ヨ リ1931年4月i迄 ノ モ ノ

トヲ集 メ テ之 ガ統 計 ヲ ト レ リ、 然 シテ 是 等、 學 生 ノ

中、 義 務 的 二透 覗 セ,レ者 ト 自 由意 思 ノモ トニ 之 二 加

入 セ ル者 トニ分 ツ ト、 前 者 ・・8441名 、 後 者 ・・1S74

名 ナ リ、其 中1930-31!ノ 者 ・・5479名 、1g2g!ノ ニ者ノ、

4834名 ナ リ。

然 シ是 之 等 ノ10315名 ノ中 、 開放 性 結 核 症 ヲ有 ス)lz

者 ・・35例 、 卸0.34%、 コ ノ中女 學 生 ヲ除 ク1・男 學 生

8225名 中、32例 帥0.39%二 及 ブ 、然 シ テ之 ヲWie・

wiorowski及Kayser・Petersonノ 統 計 トヲ比 較 ス,レ

ニ殆 ソ ド近 キ%二 當 ル、之 ヲ見 アレニ、年 齢18-30歳 、

位 ノー 般 健 康 者 ノ者 ノ 中 ニ コ ノ位 ノ 結 核 症 患 者 ガ存

ス ル事 ヲ知 レ、女 學 生 二於 テ ・・然,レ ニ209Ct名 中3名 、

帥0・14%シ カ居 ラ ズ、 之 ノ・女 性 ノ・Hochschule以 前

二結 核 感 染 ノ機 會 ガ アル ト 云 フ事 及
、 コ ノ女 學 生 ノ

例 籔 が少 キ 故 二或 ノ・カ ・,レ結 果 ヲ 得 タ ル ナ ラ ソ ト云

フ。
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然 シ テ222例 ノ非 活動 性 結 核 症/中 、7例 ノ・活 動 性

ニ ナ リ20例 ハ最 初 ノ像 ト攣 化 ヲ示 セ リ
。

然/ミ ナ ラ ズ 臨 林 的検 査 モ 行 と シモ 殊 二疾 検 等 ヲ充

分 二 行 ヘ リ然 シ・・ル カ ニ ヨ リX線 楡 査 二 於 テ 登 見 セ
●

リ。

然 シテ 之 ヲ年 齢 的 二 見 ル ニ17-30二 依,レ 間 、 圭 ト シ

テ19-22歳 ノ者 多 ク、二是等 ノ結 核 症 ノ登 見 ・・16・9%

-24%二 例 ニ テn年 齢 ノ進 ムニ シタ が ヒ テ増 加 セ リ、

然 シテ 義 務 的 二 透 睨 セル 者 ト病 院 等 ヨ リ 指 示 セ ラ レ

テ透 硯 セ ル者 トノ比 ノ・前 者 ノ・55、 後 者 必66例 ヲ登 見

シテ 大 差 ナ シム。(太 田抄)

割検 ヨ リ見 タ ル所 謂 、 肺 尖 結 核 、 及結 核 様 疾 患

HermannRubiαstein,(Moskan):Tuberkulosoidund

sogenannteSpitzenprozesseaufdenSektionstische・

著=者 ・・元 來 喀 褒 結 核 菌 陰 性 ニ シ テ 症 候 ノ ミ ヨ リ結 核

症 二類 ス ル ノ故 ヲ以 テ 結 核 様 疾 患 ノ 初 期 結 核 性 潜 在

結 核 症 肺尖 結 核 症 ノ命 名 ノ モ トニ相 談 所 及 「サ ナ ト リ

ゥ ム」ニ テ取 扱 ・・ル ・者 ノ多 キ事 二氣 付 キ モス ユ ー 二

於 ケ ル1930年 ノ統 計 ヲ 見 ル ニ カ ・ル 患 者 ガ48.3%

二及 ベ リ、 之 ニ ヨ リテ 相 談 所 及 病 院 二 於 テ 取 扱 ヒ タ

ル者 ニ テ剖 検 二附 シタ ル モ ノ ・統 計 ヲ思 ヒタ チ タ リ。

是 等 ノ病 歴及 剖 楡 記 載 ヲ集 メ827例 ヲ得 、其 中108例

ノ・剖 検 記 載 無 ク、719例 二就 テ 見 タ リ。

719例 中333例 ノ・生 前 二 菌 陰 性 結 核 症 患 者 トシ テ取

扱 ノ・レタ ル モ ノ ナ リ、 然 シテ剖 検 ヨ リ見 ノレニ、23例

ノ非 呼 吸 器 性 結 核 ト13例 ノ 肺 結 核 症 ヲ 得 、 然 シ テ

719例 中23例 ノ結 核症 ノ・之 ヲ、 亭 均333例 二就 テ ノ

23×333
=10.8 、即333例 二就 テ ノ、比 較 ヲ見,レニ ・719

11例 二 當 ル ノ ミ、 即333例 中13例 ノ肺 結 核 一一一11例

ノ非 肺 臓 性 、結 核症 ヲ得 タ ル ノ ミ、 之 レ ヨ リ、 他 ノ

結 核 二 關係 ナ キー 般 ノ 結 核 死亡 率 トヲ比 較 ス ル モ決

シテ之 レ ヨ リ多 カ ラ フご、 叉 解 剖 學 上 肺 臓 ノ肺 尖 獣態

及 肺 臓 結 核 所 見 等 コ リ 見 アレモ、 是 等/肺 尖 型 患 者 ノ・

一 般 相談 所 等 二行 カザ ノレ結 核/診 噺 ヲ受 ケ ザ,レ患 者

二存 ス ル結 核 性 疾 患 ト ノ比 ヲ 見 ♪レニ、 前 者 二多 数 ナ

ル事 ヲ認 メ難 シ。

然 ・yテ、氣 管 枝 淋 巴 腺 炎 及結 核 性 中毒 症Indoxikation

l・柵 セ ラル ・モ ノノ・皆 、 敗 血 症 的化 膿 性経 過 ヲ以 テ

死 亡 セ ル モ ノナ リ、 是 等 ノ結 核 ナ リシ バ1例 ノ ミ。

叉 微 熱 ニ イ タ リテ ノ、禮 温 ト病 理 學 的 ノ攣 化 トノ・全 ク

無 關 係 ナ ル事 ヲ認 ム。(太 田 抄)

骨 結 核 症 ノ保 守 及療 法

Dr.med.T.Stemberg:VberKonservativeBehan-

dlungtuberku16serKnochenprozesse.

骨 及 、 關 節 ノ結 核 性攣 化 ハ 永 年 來 、 外 科 學 ノ範 園 二

囑 シ然 モ疾 患局 所 ノ 安 静 ニ ツ トムル モ ノ 多 シ、 然 シ

テ著 者 ノ、硅 酸 製 剤 ガ 結 組織 ノ 機 能 二 好 影響 アル ニ鑑

ミ、1コ ロ イ ド」状 態 トセ ル硅 酸 製 剤Silieinヲ 以 テ骨

及 關節 結 核 症 ノ 冷 膿 瘍 ヲ 治 療 セ リ量 ・・1日3茶 匙 ヲ

用 フ之 ヲ良 ク 吸牧 セ ラ レ 消 化 二 關 シテ モ 何 等 ノ副 作

用 ヲ呈 セ ズ。

然 モ之 ニ ヨ リテ 痩 孔 ヨ リノ 膿 ノ浸 出 ヲ少 ク シ膿 瘍 ヲ

小 ニス ル事 ヲ得。(太 田 抄)

1925-1929年 間 ノ人 工 氣 胸 療 法 ノ成 績 報 告

Dr.P.WiessnerDr.L.Wolff:BerichttiberPneu-

mothoraphehandungoergebnissederYahre1925-

1929.

1925-1929年 ノ4年 間 二 行 ヒ シ人 工 氣 胸療 法 及 之 二

胸 廓 整 形 術 ヲ 施 一ヒ ル 結 果 ヲ 報 告 セ リ、 然 シテ 之 が

1931年 二到 リ53%ノ 耐 勢 者 ヲ 出 セ リ。

然 シテ之 ヲ 得 ノレ爲 メ ニ ノ・健 康 相 談 所 二於 ケ ル注 意 得

キ選 揮 ヲ必 要 トヌ、 然 シ テ 之 ヲ 治 療 病 院 へ 叉 患 者 牧

容 所 等 ヘ ノ分 配 ヲ適 當 ニ ナ ス 事 ヲ要 ス、 然 シテ著 者

ノ・如 何 二不 結 果 二 終 ル 者 ガ ア リテ モ 爾、 開放 性 結核

症 患 者 ヲ活 動 性 ニ シ テ ノ・ナ ラ ヌ ト云 フ 意 見 ヲ釜 々弧

ク セ リ、 然 シテ吾 人 ノ 成 績 ヲ見 ル ニ 片 側 性 氣 胸 ヲ行

ヘ ル モ ノ ・中死 亡16% 、雨 側 性 ニ テ ノ・35%二 及 ベ リ、

共 他 ノモ ノ ニ テ 療 法 ヲ行 ヒ シ モ、 肋 膜 癒 著 ノ爲 メ ニ

行 ヒ得 ザ リ シ者56%-84%二 及 ベ リ。(太 田抄)

ZeitschriftfarTuberkulose,Bd.62,H.5,1931.

結 核 性 疾 患 二劃 ス ル無 堕 食 餌 療 法 ノ作 用

Hermannsdorfer,A..WirkungenKochsalzfreier

Eru乞hrungauftuberkul6seErkrankungen.

著 者 ノ・4例 ノ 狼 瘡 患 者 、 及]例 ノ 膝 關節 結 核症 患 者

二就 テ無藍食餌療法 ヲ施 シ好成績ヲ得タト報告 シテ

ヰ7レ。

狼瘡ノ・、 眞性落屑性、 潰瘍性、 或ハ腫脹性落屑性狼

9瘡デアツタ
。
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部 位 へ 顔 面 ヲ圭 ト シ、 尚 頭 部、 頸 部 、 胸 部、 上肢

等 ノ侵 サ レタ者 モ ア ツ タ。

治 療 期 間 ハ3ケ 月 乃 至8ケ 月 デ ア ル。

治 療 後 ノ成 績 ト シテ ノ・、 結 節 ・・少 ク ナ リ、 炎 症 ノ・減

退 シ、 巖 痕 化 ノ・進 ソダ。

盤 重 ノ・各 例 共 培 加 シ、4乃 至16庭 培 加 シタ。1例 ノ

關節 結 核 症 モ恢 復 シタ。

i著者 ノ・、 各 例 ノ既 往 症 、 所 見、 治 療 後 ノ所 見 等 二就

テ 記載 シ、 爾 各 例 二就 キ 治 療 前 後 ノ病 攣 像 探 色 圖 蛇

二窮 眞 ヲ掲 ゲ テ ヰル。(黒 丸 抄)

LUヒeck二 於 ケ ル不 圭 ノ 原 因 二 劃 ス ル 説 明 二關

ス ル其 後 ノ槍 索

Lange,Bruno:WeitereUntersuchungenzurKlllru-

ngderUrsachenderUnglticksf511einLtibeck.

(AusderSeuchenabteilungdesInstituts,,Robert

Koch",Berlin)

著 者 ノ・Ltibeckデ 接 種 二用 ヒ ラ レタ菌 株 、 及 之 二依

ツ テ疾 患 ヲ起 シタ 患 見 カ ラ 得 タ 菌 株 二就 キ、 細 菌 學

的楡 索 ヲ行 ヒ、 詳 細 二其 成 績 ヲ報 告 シテ ヰ,レ。 共 要

旨ノ・次 ノ如 ク デ ア ノレ。

Lifbeckデ 乳 見 ガ多 数 結 核 症 二罹 ソ タ ノノ・、接 種 二依

ツ テ起 ツ タ モ ノ デ ア ル。 之 ハ 其 疾 患 ノ 経 過 及 種 類 二

依 ツ テ明 ラ カ デ ア ル。

Ltibeckデ 用 ヒ ラL!タ 菌株 、及 侵 サ レ・タ小 見 カ ラ得 タ

菌 株 ノ・、 其 培 養 上虹 二動 物 試 験 上 、 非 常 ニ ヨ ク類 似

シ、 毒 力 ・・不 定 デ ア ツテ、 確 實 二人 型 菌 トモ又 ノ・牛

型 菌 トモ 云 ヘ ナ イ モ ノデ ア)ltt。而rソ テ是 等 ノ菌株 ・・

共 二病 原性 結核 菌 デ ア ル事 ガ確 實 デ アノレ。

Ltibeckノ 不 幸 ノ原 因 二就 テ ノ説 明 ニノ・ニ ツ ノ可能 性

ガ アル。 帥BCGガ 病 原 性 トナ ツタ カ、.叉BCGノ

代 リニ他 ノ 病 原 性 結 核 菌 ガ接 種 サ レタ カ ノ ニ ツデ ア

アレo

而 シテ 著 者 ノ・、 前 者 帥 、 病 原 的 機 靱 二於 ケ ルBCG

ノ退 行(RUckschlag)ノ ・、種 々ノ實 験 及 経 験 ノ結 果 、

Ltibeckノ 不 幸 二野 ス ノレ読 明bシ テ根 擦 ノ ナ イ モ ノデ

ア ル コ トヲ圭 張 シテ ヰ ル。

卸Ltibeckノ 不 幸 ・・接 種 物 質 ガLtibeck研 究 所 二於

テ誤 ラ レタ モ ノデ ア ノレト結 論 シテ ヰ ル。(黒 丸抄)

無 堕食 餌 ハ 結 核 性 疾 患 二特 殊 的 作 用 ヲ有 ス ル ヤ

LtibeckE.KeiningundG.Hopf:Wirktkochsalz・

zusatzfreieDi五tTuberkulose・spezifisch?

無 鞭 食 餌 ・・皮 膚 結 核 ニ ノ・有 数 デ ア ル ガ、 肺 結 核 二封

録 ICO7

ス,レ作 用 ハ 明 カデ ナ イ、 若 シ 特殊 作 用 ヲ有 ス ル モ ノ

デ ァノレナ ラバ 凡 テ ノ結 核 性 疾 患 二 湊 数 ス 可 キデ ァ

ル、 多 籔 ノ學 者 ノ・脱 盤 ト云 フ 事 が 非 特 殊 性 刺 戟 療 法

トナ ル ト云 ツ テ居 ノレ、 即 チ或 場 合 ニ ノ・適 當 ナ ル刺 戟

ニ ョッテ 均禮/機 能 ヲ 高 メ ル事 が 出來 ル ト同 時 二、

他 ノ場 合 二於 テ ノ・刺 戟 ノ 過 量 ニ ヨ ツテ 有 害 二働 ク事

モ アJレ、Magnus-Levyノ ・浮 腫 素 因 ・・Naノ 爲 メ デ ア

ツテC1ノ 爲 メ デ ノ・ナ イ、i其言登慷 ニノ・KCI,NH4Cl

・・利 尿 作用 ガ ア ル ト云 ツ テ 居 ノレ、 著 者 ・・脱 亜 ヨ リモ

寧 ロ食 藍 附加 ノ方 ガ 刺 戟 トナ ル モ ノデ 無 聴 食 ノ適 庶

域 ノ・結 核 病攣 臼膿 ニ ア ラ ズ シ テ、 植 物 性 紳 経 系 統 障

碍 ニ ヨル病 態 二i封 シテ デ ア ル トシテ 居 ル。

(春 木 抄)

上 部 暴道 及食 道 酋 二耳 ノ 結 核 症 二封 ス ルTanat
へ

ophthisin療 法

Weinand,Klaus:DieBehandlungderPhthiseim

BereichederoberenLuft-undSpeisewege,sowie

desohresmitTanatophthisin.

(AusderUniv.・Ha1s・Nasen・OhrenklinikFreiburg

lBr.Direktor:Prof.Dr.OttoKahler)

著 者 ・・2年 以 來 、上 部 氣 道 蛇 二食 道 ノ結 核 症20例 二

就 テ、結 核 ノi新治療 血 清 帥Tanatophthisin治 療 ヲ行

ヒ、13例 ノ・一定 ノ成 績 二達 シタ ト述 べ テ ヰ ル。

是等 ノ例 ノ・上 部 氣 道 蛇 二 食 道 ノ 特殊 性 疾 患 ノ傍 ラ、

著 明 ナ肺 結 核 症 ヲ 有 ス ノレモ ノデ アル。 高 度 ノ滲 出性

高 熱 性肺 結 核 症 ヲ 有 ス ル 者 ニ ノ・本 療 法 ヲ行 ノ・ナ カツ

タ。

喉 頭結 核 症 トシテ ノ・、 圭 トシテ聲 帯及 假 聲 帯 、 虹 二

喉 頭後 壁 ノ滲 潤 性 病 機 ヲ有 スノレ者 デ ア ル。 本 療 法 ノ

用 量 ノ・、 最 初0・1ccmヲ 皮 下 二注 射 シ、 次 第 二増 量

シ、0.5ccm二 達 セ シメ タ.

注 射 間隔 ノ・8乃 至14日 デ アル。

注 射 同数 ハ6乃 至16同 行 ツ タ。

本療 法 二依 リ大 多数 ノ 例 ノ・著 明 ナ 全 均 反 磨 ヲ起 サ ナ

カ ツタ^

少倣 例 ハ特 二最 初 ノ注 射 ノ後 二、 倦 怠 感 、 輕 度 ノ頭

痛 、 登 熱 ヲ來 シタ.

」又治 療 経 過 中、 喀 褒 ノ増 シタ者 、 或 バ ー 時 的 高 熱 ヲ

生 ジタ者 モ アル。

之 二反 シテ、 一 定 数 ノ例 デ ノ・、3乃 至5同 注 射 後 全

均 所 見 曙 シク良 好 トナ リ、 膿 重 壇 加 ヲ來 シ タ,

注 射 局所 二反 慮 ハ見 ラ レナ カ ツ タ
。
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本 療 法 二依 リ、 喉 頭 ノ滲 潤 ハ清 退 シ、 叉 潰 瘍 ノ豫 痕

性 治 癒 ヲ來 シ タ者 が ア ル。

本 療 法 二依 リ 好 成 績 ヲ得 タ ノノ・、 個 人 的 用 量 ノ適 當

デ ア ツ タ コ ト及 注 射 間 隔 ヲ 嚴 守 シタ 結 果 ニ モ依 ル/

デ ア ル。

口蓋 、 鼻 ノ結 核 症 デ モ好 成 績 ヲ得 タ。

是 等 ノ患 者 ニ ハ電 氣 嶢 灼 深 部 穿 刺 ヲ モ併 用 シタ。

著 者 ・・多 ク ノ例 二就 テ、 爾 舌 ノ治 療 ヲ 共 二行 フ コ ト

ヲi進メ テ ヰ ル。

而 シテ、Thanatophthisin療 法 ノ・、 古 ク カラ用 ヒラ レ

テ ヰ ル 治療 法 ノ代 川 ト シテ 用 フ 可 キ モ ノデ ・・ナ ク、

寧 ロ之 ヲ償 フ 目的 二 行 フ 可 キ モ ノ デ ア ノレト云 ツ テ ヰ

ノレo

ヌ.著 者 ・・多 数 ノ 材 料 二就 テ 本療 法 ガ試 ミラ レノレコ ト

ヲ奨 勧 ス ル 目的 ニ コ ノ 報 告 ヲナ ス モ ノデ ア ル ト云 ツ

テ ヰ ル。(黒 丸抄)

Thanatophthisinニ ヨ ル結 核 療 法

Gumprecht:TuberkulosebehandlungmitThanatop・

hthisin.

著 者 ・・192S年1月 以 來 、 結 核 血 清Thanatophthisin

ヲ多 敷 ノ患 者 二就 テ使 用 シ、 ソ ノ成 績 ヲ観 察 シタ。

'實験 例 ・・86例 デ アッ テ、 ソ ノ 内47例 二就 テ ・・1年

以 上 観 察 シタ。

他 ノ39例 ・・観 察 期 間 ガ短 イ爲 二成 績 剣 定 が困難 デ ア

ル故 之 ヲ除 外 シ、47例 二就 テ 共 結 果 ヲ見 ル ト次 ノ如

ク デ ア ノレ。

47例 ヲ病 期 ニ ヨ リ分 類 ス ノレト第1期 及1一 皿期4例 。

第ll期7例 。 第 皿期32例 。 骨 及 腱 鞘 蛇 二 關節 結 核 症

ノ・4例 デ ア]レ。

第1期 ノ患 者 デ ノ・、 例 数 モ少 ク、 多 〃 ノ・病 攣iノ少 イ

者 故 、 決 定 的 結 論 ヲ爲 ス事 ガ 出來 ナ イ故 二、 数 果 剣

定 上 之 ヲ除 外 シタ。

然 シ乍 ラ是 等 ノ患 者 ハ成 績 良 好 デ ア.ツタ。

数 果 剣 定 上 藪 ハ少 イ が、 債値 ノ ア ル ノハ 第 π期 ノ患

者 デ ア ル。

コ ノ場 合 デ ノ、、 解 熱 、 喀 褒 蛇 二 結 核 菌 ノ 清 失 卒 ノ、注

意 ス ル償 値 ガ ア ル。

然 シ乍 ラ、 患 者 ノ作 業 能 力 ト云 フ 鮎 二就 テ 到 噺 ヲ置

ク トキ ノ・、 之 が恢 復 ス ル トノ・云 ヒ得 ナ イ。

第 皿期 ノ患 者 ハ、 豫 後 不 良 ト考 ヘ ラ レタ者 デ アル。

是 等 ノ患 者 二 於 テ 本 療 法 ヲ行 ヒ、 全 身 反 磨 ヲ起 シ タ

者 ガ ア ノレが、 ソ レノ、熱 、 喀 疾 、 一 般 状 態 ノ悪 化 デ ァ

9

録 【第11巻

リ、 然 カモ是 等 ハ 数 日 中 二恢 復 シタ.

是 等 ノ重 症 例 ノ 成 績 二 於 テ、 良 好 ナ症 候 トシテ認 メ

ラ レタ モ ノ ノ・、 解 熱 、 喀 疾 中結 核 菌 消 失 、 自魔 的及

他 畳 的 症 候 ノ恢 復 デ ア ル。

到 噺 二 就 テ ハ理 學 的検 査 ノ傍 ラ、」∠線 「フィル ム」二基

礎 ヲ置 イ タ。 之 二依 ル ト 以 前 壇 殖 性 滲 出性 型 デ ア ツ

タ モ ノが、増 殖 性 硬 化性 トナ ツ タ モ ノ ガ多 数 ニ ア リ、

空 洞 ノ牧 縮(少 数例 デ ノ・完 全 ナ ル清 失)シ タ者 モ屡 く

ア ル。

著 者 ノ・、 観 察 例 ガ 少 イ爲 決定 的結 論 ヲ下 ス コ ト ノ・出

來 ナ イ ガ、 本 療 法 ハ適 當 二用 フ レバ、 何 等 ノ障 碍 ヲ

與 ヘ ル コ トモ ナ ク、 重 症 患 者 ノ ー 定 数 二i封 シテ ノ・良

好 ナ結 果 ヲ示 シ、 之 ノ・他 ノ 療 法 ニ ヨル 成 績 ヲ越 エテ

ヰ ル ト云 ソ テ ヰ ル。 而 シテ 今 後 多 数 ノ患 者 二i封 シテ

使 用 ス ノレコ トヲ進 メ テ ヰ ル。(黒 丸抄)

3歳 未蒲 ノ小 見 ノ結 核 症 二就 テ

Ostenfeld,J.undR.Kjer・Petersen:ZurFrageder

TuberkuloseindenerstendreiLebensjahrendes

Kindes。

結 核 家 族 ノ3歳 未 渦 ノ 小 見 二 於 ケ ル 結 核 死 亡 卒 二 關

ス ル他 ノ方 面 、讐 ヘ バProf.Calmetteノ 佛 國並 ニ パ

リニ於 ケ ル關 係/検 査 ヲ 動 機 ト シテ、 著 者 等 ノ・コベ

ソノ・一 ゲ ソデ 開 放 性 結 核 症 患 者/家 族 ト シテ 生 レタ

3歳 未 満 ノ 小 見 ノ 全 死 亡 卒 虹 二 結 核 死 亡 卒 ノ調 査 ヲ

結 核 相 談 所 ノ監 督 ノ下 二行)ソ タ.

是 等 ノ小 見 ノ全 死 亡 奉 ノ・78%デ ア ツ テ、1歳 ノ小 見

ノ全 死 亡 卒(コ ペ・ソノ・一 ゲ ソ ニ 於 テ1920--24年 デ ノ・

8S.5%)ヨ リノ、少/f。

結 核 症 死 亡 卒 ・・6.1%(Calmettノ 報 告 デ ノ・25-32%)

デ ア ル。

1歳 叉 ノ、2歳 ノ 小 見 ノ、若 シ ビ ル ケー 氏 反 磨 が 陽性 デ

ア ル場 合 二 ・・、 臨 林 的 二 健 康 デ ア ソ テ モ、 亦 ソ ウデ

ナ ク テ モ、 確 實 二 活 動 性 結 核 症 二 罹 ル ト多 ク ノ小 見

科 磐 ノ、圭 張 シテ キ ル。
の

是 等 ノ小 見 科 磐 ・・総 テ 是 等 ノ 「ツ ベ ル ク リ ソ」陽 性 小

見 二i封 シテ2年 迄 病 院 叉 ノ・療 養 所 デ 治 療 ス ル コ トヲ

希 望 シテ ヰ ル。

著 者 ノ・1908-25年 二於 テ コペ ソノ・一 ゲ ン ノ結 核 相談

所 デ 槍 査 サ レタ、 ス ベ テ ノ 小 見 ノ内 カ ラ ピ ルケ ー 反

慮 陽 性 ノ歳 未 満 ノ小 見 ヲ集 メ タ。

是 等 ノ小 見 ・・総 テ反 磨検 査 後5乃 至22年 間監 督 ・y、

1930年 コ ノ材料 ヲ集 メ テ研 究 シ タ。 之 ニ ヨ レバ2歳
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未 滞 二於 ケル結核性感染ノ・、治療 ヲ必要 トスル疾患

ト同一 ノモノデノ・ナイト決定サレタ。

爾著者ノ・ピルケー氏反鷹陽性ノ小見二於テ、 心室洗

漁液中ノ結核菌骸現ノ臨脈的蛇二流行病學的意義ヲ

説明シタ。

帥コノ小見・・総テビルケー反鷹陽性 デ アリ、 而モコ

ノ検査ノ・何等診噺的償値 ノナイモノデ アル。 尚叉著

者ノ・コノ方法ニヨル個 々ノ結核菌陽性所見 ノ流行病

學 的意義 ノ圭張 ト明 カニ異 リ、特ニ コノ實験 ヲ行ツ

タ 小 見科 留 ノ・誇 大 ナ コ トヲ 云 ッ タ モ ノデ アノレ ト云 フ

コ トヲ示 シタ。

著 者 ノ・結 核 豫 防 ノ・古 ク カ ラ知 ラ レテ ヰ ル 基 礎 二依 ツ

テ進 メ ナ ク レバナ ラ ヌコ ト ヲ希 望 シテ ヰ ル。

傅 染 性 成 人 肺結 核 症 患 者 ノ 治 療 蛇 二 隔 離 ヲ シナ ケ レ

バ ナ ラヌ。

而 シテ途 二 ・・小見 ノ 結 核 豫 防 二 於 テ ノ・、 臨 殊 家 ガ支

配 者 デ アソ テ、 研 究 室 研 究 者 ・・共 從 僕 デ ァ ラ ネバ ナ

ラナ イ。(黒 丸 抄)

一
會報戴難報

〇十 月中入會 者

守 家 本 良 愛姫縣松山市二番町

新 田 左 内 垂轡基隆市日新町塁北海港務部
槍疫課内

O會 員ワ卦

下 記會員 ノ言卜報二接ス謹 シデ弔意 ヲ表ス。 山 口 茂

O本 會 評 議 員 小 林 義 雄 君1言 ト

11月11日 死去セラル謹 ミテ弔意ヲ表ス
・同氏ノ・本XXセ ラ双 第9同 本學舗 會二於テノ・宿題報告ヲ

學鰭 韻 ニシテ結核艀 二關ス研 究業績 ヲ鋤 雛 セラル ・等學會項 騨 ラノレ・虜勘 ラザリキ
。

Oカ ル メッF氏 ワ卦

バス ト",レ研究所副所長ニシテB ・C・Gヲ 以テ有名 弔電 ヲ登シテ弔意 ヲ表セ リ
。

ナル同氏ノ・10月29日 死 去セラル、 本學會 ・・直チニ

誤

正

誤

正

誤

正

o第 十 一 巻 第 九 號 、 木 村 圭 一 、 論 文 正 誤

880頁32行4)Ziehl集 食題i甦好染ノ小突起 ヲ有ス
]レ

4)Ziehl好 染 ノ小突起 ヲ有スノレ

882頁11行Jali

Gali

882頁 終 リヨリ16行 陰性5.8%

陰性25.8%




